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教 ・保育 を目指す学 に SDGs活動実 を行なった際の学 の学  

岡崎市の NPO 人 ル ド現地 タッフの 話を通して  

 

岡崎 子大学  

 

要 旨 

岡崎市を とする国際 NPO 人 ル ドの現地の ール人 タッフである

ータ・ ディ による 話を通した学 の学 について調査を行ったとこ 、世界が え

ている 題への 、国際 会の現 についての知 およ 国際的な について、一定

の 果を確 することができた。また、 話の で最も に ったことについては、カ

ー の下、差別を け けてきた ータ が に ち かい、現地において「カー

」の ー そのものを えようとしていることについての が された。 

 

１． はじめに 

2021 年度、 が保育 資 、 教 を目指す学 に し、岡崎市を と

する国際 NPO 人である ル ドと した岡崎 子大学における SDGs タン

ラ ー による 発活動を行った結果、経 による 加型の活動が 果的である

ことが明らかとなったとともに、日本において行う ン の際に 加する学 の国際的

の 大を う場 には、外国人との れ いを することが課題として られた

( , 2022)1)。 

2022年度には、上 の NPO 人より、2022年 9 上 より、現地の ール人現地 タ

ッフである ータ・ ディ が 9 まで日本に するという があった。そこで、

学 の国際的 の 大を い、同 人に ータ・ ディ の 話を した。 

 

２．先行研究 

（１）カー 度と ールにおける ディ への差別について 

 ールにおけるカー は、1300年 に、 ッラ 7 の ィ ィ・

ッラ が 、 会、 化の 分 で を行うにあたり、 ンドを 考にカー を

した( 崎, 2022)2)。1854 年にムル ・ ン が されてからは、 要な組

およ 会的 デン ィ ィの 要な 定要 と されている( 崎, 2022)3)。 

ールにおける なカー 度では、 ン( ・学 ）、ク (

・ 人）、 (市 ・商人）、 ードラ( ・ )という4つの

に分 されている( ー , 2017)4)。 ードラとは別に、 ールでは、 が 可

を指す に用いる「 ッ 」という呼 が 用されており、 ールの 人口

2,600 人に し、 ッ の人 は、450 人である( ー , 2017)5)。カー の最

下 である ッ は、経済的に 取され、 的に発 を た 、 可 として
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 本研究に 力 きました、A の に より を し上 ます。 
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会的に されており、 ールの ッ 性は、 度の であり、 え い

行 を って に っている(Bishwakarma, 2004)6)。 

ッ の でも最下位に位置付けられている ディ は、 を 業として づけ

られている( , 2022)7)。 ディの 先について、藤 (2022)8)は、 年前 ンドか

ら移 してきたといわれており、 性は り 、 性は づくり をしていたこと

から、18 世 の国 一 前は、 ールに位置する つもの小 国において、

ディの 性たちは、 り子 い として、 大地 に えていたと ている。し

かし、 ール 国 成に い、 ディの人 とは小 国の 大地 からの

を ったと同 に、 能による の も されたことにより、 ディ・

ィでは、 性の による に るようになったと、藤 (2022)9)は説明している。 

Gautam・Soomro・Sapkota・Gautam・Kasaju(2018)10)は、 ールで最も まれない、

外されたグルー の1つである ディ ィの人口は、2011年の国 調査によると

38,603人であり、 が ィ内での の を したにもかかわら 、今で

も ディ ィの 性の6%が性 に 与していると指摘している。 

実際、1959 年の でカー が されてからも、実 活においては、 可

カー の人 とに する差別が いている(藤 , 2022)11)。2010年には、 ール

は、「 の 事を る」という通 を したが、 ディの人 には、 の 事がな

く、 を てるために今も している ィがあると、 (2022)12)は て

いる。 

 

（２）SDGsと ン ー 

 2000年の国 ム・ ッ において、 ム開発目 (MDGs)が2015年まで

に 成す き目 として された。 3目 では、「 ン ー の 進と 性の地位

上」が られたが、2015年を てなお、52か国が で を定めておら 、

性に て 性の は22% く、 ー ーを 性から 力を けた経 をもつ

性は35% していた( 井, 2019)13)。そこで、2015年に国 で された、17の目 を

もつSDGsの5 目の目 「 ン ー を実現しよう」が けられ、Achieve gender 

equality and empower all woman and girls ン ー を 成し、 ての 性

の能力 化を行う との目 が られている(外 , 2022)14)。 

小目 としては、5.1 End all forms of discrimination against all women and girls 

everywhere あら る場 における ての 性 に するあら る の差別を

する 、5.2 Eliminate all forms of violence against all woman and girls in the 

public and private spheres, including trafficking and sexual and other types of 

exploitation 人 性的、その他の の 取な 、 ての 性 に する、

共・ 的 におけるあら る の 力を する 、5.3 Eliminate all harmful 

practices, such as child, early and forced marriage and female genital mutilation

成年の結 結 、 結 、 結 性 な 、あら る な 行を

する 、その他、 くの小目 指 が られている(外 , 2022)15)。 

 ールにおいて、 ディ が している ン ー差別は、 定化されたカー

度の により、MDGs SDGs施行 も として 化していない現実がある。 

 高 (2021)16)は、性別 との の (unconscious bias)は、 会で 定化された

によって り まれたものであり、その は差別的であり、 のためには、
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に基づいてつくられた そのものを い すことが必要であると ている。

(2016, p.241)17)は、「あら る分 のあら る と施 にいて、 果的な ン ー

が実施され、そのことにより 性と 性の 方が開発のあら る ルに かつ

的に 加し、また を する 」を「 ン ー 化」と呼 でいる。 ン

ー 化の実現に求められる取り組みには、 となる 会 ィの 況によっ

て なる 方 が必要であり、 な分析 調査を行うことによって、 ン ー 化

を目指した取り組みを、 的かつ 果的に 進することができると、 (2016)18)は説

明している。 

 

（ ）岡崎市を とする、特定 活動 人 ル ドの ールの ディ へ

の取り組みについて 

 ル ドについて、内 (2021)19)は、「この 人は、人 ・ の

性、子 もな 会的 に して、 業訓 ・ 用 ・教育的支 ・ 的支

の事業を行い、 会的な地位を確 し自 できるように、基本的人 の 実に 与する

ことを活動の目的とする」と している。 

 ル ドの ーム ー には、「2019年、 ールの で を い

られていた7 の の子をカ ン に した ル ーム に し、学 に通

う 会を与えることに成 しました」「その も で の により てられた

と3人の子 もたちを しました」「 たちはこれからも教育 会に まれない子 もた

ちに学 を けるとともに、カー 差別、 、 性 に し 性らの 活 の

ために活動していきます」「一人でも くの てられた人、子 もが助け され、その

結果としてSDGsの目 である、 況の 、 教育 学 況における ン ー

差の がなされ、 いては 分 性別による差別のない 会が ールにもたらされる

よう活動を けます」と られている(Gospel Aid, 2018)20)。 

 的な活動として、上 の子 も 性の 、 された人 が う ル ー

ムの 、 ル ームの経済支 人材育成の支 、 の 活 上のための

ク (１)、 の 活 上のための 地(２)、日本で きたいという ディの人

のため日本 研 と 学、カ ン の作業 で作成した ク ー 現地 タッフが

ールで い付けた ー ー の日本への 、 、 ーム ー 作成、 開発

な によるIT を用いた 業訓 する の育成、な を行っている(Gospel 

Aid, 2018)21)。 

ル ドの ームー ー の「OUR GOAL」には、「かつて ールで ンタッ

ブルと呼ばれた人 が、カー 差別と から ち上がり、自 し、 ある き方

を るために ル ドは必要な支 をします。 ームで愛 と教育の 会を て育

った子 もたちが がて自 して、自分たちの ィーを支えることができる日ま

で 」という目 が られている(Gospel Aid, 2018)22)。 

 

．研究の目的 

 本研究は、岡崎市にある NPO 人 ル ドの ール現地人 タッフの 話を通

した、教 ・保育 を目指す学 の SDGs に する学 の学 と 発 の提 を行うこと

を目的としている。 
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会的に されており、 ールの ッ 性は、 度の であり、 え い

行 を って に っている(Bishwakarma, 2004)6)。 

ッ の でも最下位に位置付けられている ディ は、 を 業として づけ

られている( , 2022)7)。 ディの 先について、藤 (2022)8)は、 年前 ンドか

ら移 してきたといわれており、 性は り 、 性は づくり をしていたこと

から、18 世 の国 一 前は、 ールに位置する つもの小 国において、

ディの 性たちは、 り子 い として、 大地 に えていたと ている。し

かし、 ール 国 成に い、 ディの人 とは小 国の 大地 からの

を ったと同 に、 能による の も されたことにより、 ディ・

ィでは、 性の による に るようになったと、藤 (2022)9)は説明している。 

Gautam・Soomro・Sapkota・Gautam・Kasaju(2018)10)は、 ールで最も まれない、

外されたグルー の1つである ディ ィの人口は、2011年の国 調査によると

38,603人であり、 が ィ内での の を したにもかかわら 、今で

も ディ ィの 性の6%が性 に 与していると指摘している。 

実際、1959 年の でカー が されてからも、実 活においては、 可

カー の人 とに する差別が いている(藤 , 2022)11)。2010年には、 ール

は、「 の 事を る」という通 を したが、 ディの人 には、 の 事がな

く、 を てるために今も している ィがあると、 (2022)12)は て

いる。 

 

（２）SDGsと ン ー 

 2000年の国 ム・ ッ において、 ム開発目 (MDGs)が2015年まで

に 成す き目 として された。 3目 では、「 ン ー の 進と 性の地位

上」が られたが、2015年を てなお、52か国が で を定めておら 、

性に て 性の は22% く、 ー ーを 性から 力を けた経 をもつ

性は35% していた( 井, 2019)13)。そこで、2015年に国 で された、17の目 を

もつSDGsの5 目の目 「 ン ー を実現しよう」が けられ、Achieve gender 

equality and empower all woman and girls ン ー を 成し、 ての 性

の能力 化を行う との目 が られている(外 , 2022)14)。 

小目 としては、5.1 End all forms of discrimination against all women and girls 

everywhere あら る場 における ての 性 に するあら る の差別を

する 、5.2 Eliminate all forms of violence against all woman and girls in the 

public and private spheres, including trafficking and sexual and other types of 

exploitation 人 性的、その他の の 取な 、 ての 性 に する、

共・ 的 におけるあら る の 力を する 、5.3 Eliminate all harmful 

practices, such as child, early and forced marriage and female genital mutilation

成年の結 結 、 結 、 結 性 な 、あら る な 行を

する 、その他、 くの小目 指 が られている(外 , 2022)15)。 

 ールにおいて、 ディ が している ン ー差別は、 定化されたカー

度の により、MDGs SDGs施行 も として 化していない現実がある。 

 高 (2021)16)は、性別 との の (unconscious bias)は、 会で 定化された

によって り まれたものであり、その は差別的であり、 のためには、
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． と方  

（１）調査 について 

研究 は、 教 、保育 資 、小学 教 の取 を目指す子 も

教育学 に する の 子大学 3、4年 のうち 43 である。 

 

（２）研究方 について 

研究 は、2022 年 9 27 日（ ）の 4 年 を とした、「教 実 （小）」の

特別 業 、2022 年 9 28 日（ ）の 3、4 年 を とした ールにおけ

る、特別 業であった。 

特別 業には、9 に 日した、 ールの ル ド現地 タッフである、 ー

タ・ ディ 、 ディカフ の ィ ム り 、NPO 人 ル ド理

事の大 子 が、 話を行った。 

 

（ ） 目について 

1 への事前調査の 目は、(1)現 世界が えている な 題について、

に 化はありましたか。(5 ) (2)(1)についての な理 をお きく さい。(自

) (3) 国際 会の現 についての知 に 化がありましたか。(5 ) (4)(3)につ

いての な理 をお きく さい。（自 ）(5)国際的な は広がりましたか。(3

) (6)(5) についての な理 をお きく さい。（自 ）(7)今日までに、

NPO 人 ル ドのことは知っていましたか。(2 ) (8)知っていたと した

方は、 で知りましたか。(4 ) (9)「その他」と した方は、 で知りましたか。

(自 ) (10)SDGs の目 は 17 個ありますが、今日の 話は、SDGs の目 の れに

すると いますか。（ 可） (11)今日の 話から、考えさ られた 目(

可)を でく さい。(12) 今日の 話から、今 をもっていきたいと考えるもの

（ 可）を でく さい。(13) 今 の 話 の で最も に ったこと

話は でしたか。(自 ) (14)本日の 話 の 的な をお きく さい。 

(自 )であった。 

 

．結果と考  

（１）現 世界が えている 題への の 化について 

義 の、現 世界が えている 題への の 化について、5 ( 化がある(上

がった)、 化がある(少し上がった)、 化がある(少し下がった)、 化がある(下がっ

た)、 化なし)で分析したとこ 、 した学 (n=39)の 76.9%が「 化がある」（上がっ

た）、23.1%が「 化がある」（少し上がった）と した。 

 上 の の理 についての自 を ング( )したとこ 、 では、

「世界(12)」「 題(11)」「お話(8)」「 ール(6)」「差別(6)」「今 (6)」「カー (5)」

「 (5)」「 (5)」「 味(5)」「日本(5)」「 (4)」「教育(4)」「当たり前(4)」「 活

(4)」が上位に がった。動 としては、「知る(27)」「 く(16)」「 う(12)」「できる

(10)」「 じる(7)」「 ける(4)」「考える(4)」「 る(4)」が上位に られた。それ れ

の がりを ると、「教育」と「 ける」、「 」と「 子」、「 」と「広 る」、「

たち」と「当たり前」が い の共 ーワードとしてグルー 化されていた。 

共 ーワードが 用されている自 の例（カッ 内は共 ーワード）を る

と、「(教育・ ける)同じ世界でも、自分の知らない場 で もつかない の差別を
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けている人がいること、学 に行け 教育を けられない子 もが いることを知っ

たことで が高まりました」「( ・ 子) 的な 子を口で けたり で たり

したから」、「( ・広 る)日本は他の国に て 的経済的にも 定しているため、

題な に目を けることがなかったが、世界には な 題を えている国がたく

さ あるため を広 て自分にできることはなにか考える必要があるなと じた」「(

たち・当たり前) 自 なく らしているけ 、世界には、ま ま たちが当たり

前と っていることが かったり、 分に教育を けられていないことが分かったから。」

の が られた。 フター ーディングでは、「実際に現地の方からお話を くとい

う を通したから」という が 16と、 の 41.0%を め、最も い理 であった。

に かったのは、「自分の知らなかった世界を知ることで、世界 が広がった」という

が 8と の 20.5%を めた。その他、「日本の 活を して学 」こと 「自分

にできることについて」考えた 、「 が 」という が られた。 

よって、 ータ・ ディ に実際の を くということが、現 世界が えている

題への の 加に がったと考えられる。 

 

（２）国際 会の現 についての知 の 化について 

 話を いたことによる、国際 会の現 についての知 の 化について、（１）と同

に、5 ( 化がある(上がった)、 化がある(少し上がった)、 化がある(少し下が

った)、 化がある(下がった)、 化なし)で分析したとこ 、 した学 (n=39)の

64.1%が「 化がある( えた)」と し、33.3%が「 化がある(少し えた)」、2.6%が

「 化なし」と した。 

上 の の理 についての自 を ングしたとこ 、 では、

「 ール (8)」「現 (8)」「知 (7)」「 題(5)」「今 (5)」「カー 度(4)」「国際

会(4)」「差別(4)」「お話(4)」が上位に がった。動 としては、「知る(20)」「 く

(13)」「できる(11)」「 う(9)」「 じる(4)」「考える(4)」「 る(4)」「いく(4)」が上

位に られ、自 には、「あまり外国について く考えていなかったけ 、 ール

の現 を知って、カー 度について く考えられるようになったから」「 ールに

ついての知 は と なく、 で他の地域の の国については たことがあった

け の で今でもこういった 況ということを知ることができました」「世界には

さま まな 題を えて、 と り わ で らしいていたり、カー 度に まさ

れて きている人たちがたくさ いることが分かった」という、 ールの事 を知るこ

とができたという 「今 の 話を かなかったら ールについての現 な 知ら

なかったので、他の国についても学 たいと うきっかけになった」「今 、 ータさ

の話を いて ールの事 は知れたので、他の国 地域の国際 会の現 もあるのかな

と じました」といった、他の国の事 についての調 てみたいという が られた。  

話を いたことによる、国際 会の現 についての知 に 化について、学 の指す

「知 」は、 ールの現 カー 度の現 に りはあるものの、日本 外の国に

する知 の 加という において、 い をもちながら 加さ ることができたと考

えられる。 

 

（ ）国際的な の 化について 

 話を いたことによる、国際的な の 化について、5 ( 化がある(広がっ
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． と方  

（１）調査 について 

研究 は、 教 、保育 資 、小学 教 の取 を目指す子 も

教育学 に する の 子大学 3、4年 のうち 43 である。 

 

（２）研究方 について 

研究 は、2022 年 9 27 日（ ）の 4 年 を とした、「教 実 （小）」の

特別 業 、2022 年 9 28 日（ ）の 3、4 年 を とした ールにおけ

る、特別 業であった。 

特別 業には、9 に 日した、 ールの ル ド現地 タッフである、 ー

タ・ ディ 、 ディカフ の ィ ム り 、NPO 人 ル ド理

事の大 子 が、 話を行った。 

 

（ ） 目について 

1 への事前調査の 目は、(1)現 世界が えている な 題について、

に 化はありましたか。(5 ) (2)(1)についての な理 をお きく さい。(自

) (3) 国際 会の現 についての知 に 化がありましたか。(5 ) (4)(3)につ

いての な理 をお きく さい。（自 ）(5)国際的な は広がりましたか。(3

) (6)(5) についての な理 をお きく さい。（自 ）(7)今日までに、

NPO 人 ル ドのことは知っていましたか。(2 ) (8)知っていたと した

方は、 で知りましたか。(4 ) (9)「その他」と した方は、 で知りましたか。

(自 ) (10)SDGs の目 は 17 個ありますが、今日の 話は、SDGs の目 の れに

すると いますか。（ 可） (11)今日の 話から、考えさ られた 目(

可)を でく さい。(12) 今日の 話から、今 をもっていきたいと考えるもの

（ 可）を でく さい。(13) 今 の 話 の で最も に ったこと

話は でしたか。(自 ) (14)本日の 話 の 的な をお きく さい。 

(自 )であった。 

 

．結果と考  

（１）現 世界が えている 題への の 化について 

義 の、現 世界が えている 題への の 化について、5 ( 化がある(上

がった)、 化がある(少し上がった)、 化がある(少し下がった)、 化がある(下がっ

た)、 化なし)で分析したとこ 、 した学 (n=39)の 76.9%が「 化がある」（上がっ

た）、23.1%が「 化がある」（少し上がった）と した。 

 上 の の理 についての自 を ング( )したとこ 、 では、

「世界(12)」「 題(11)」「お話(8)」「 ール(6)」「差別(6)」「今 (6)」「カー (5)」

「 (5)」「 (5)」「 味(5)」「日本(5)」「 (4)」「教育(4)」「当たり前(4)」「 活

(4)」が上位に がった。動 としては、「知る(27)」「 く(16)」「 う(12)」「できる

(10)」「 じる(7)」「 ける(4)」「考える(4)」「 る(4)」が上位に られた。それ れ

の がりを ると、「教育」と「 ける」、「 」と「 子」、「 」と「広 る」、「

たち」と「当たり前」が い の共 ーワードとしてグルー 化されていた。 

共 ーワードが 用されている自 の例（カッ 内は共 ーワード）を る

と、「(教育・ ける)同じ世界でも、自分の知らない場 で もつかない の差別を
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た)、 化がある(少し広がった)、 化がある(少し まった)、 化がある（少し広がっ

た）、 化なし)で分析をしたとこ 、 した学 (n=39)の 66.7%が「 化がある（広が

った）」、30.8%が「少し広がった」、2.6%が「 化なし」と した。 

上 の の理 についての自 を ングしたとこ 、 では、

「世界(7)」「現 (7)」「知 (6)」「 題(5)」「今 (4)」「カー 度(4)」「国際 会

(4)」が上位に がった。動 としては、「知る(25)」「できる(13)」「 じる(11)」「 う

(8)」「 る(4)」が上位に られた。共 ーワードでそれ れのワードの がりを

ると、特に がりが かったものは、「 」と「 しめる」、「 ータ」と「お く」

と「 い」、「 う」と「 らす」、「 品」と「 い」、「 」と「 ックグラ ンド」、

「 品」と「 い」であった。 する自 （カッ 内は共 ーワード）として

は、「（ ・ しめる） 差別で しめられている人 について知れたから」「（ ー

タ・お く・ い） ータさ が 性でま くして日本人と 力して 業し、学 な

がら自分の価値 を大事にして、子 もたちを助けていることにお きました」「（

う・ らす）同じ世界で らしているのに、 まれた場 、地域が う でこ なにも

いが う、 き方が うということを知り、自分が っている 上に世界は広いというこ

と、また自分の は いの ということを じたため」「（ 品・ い） く れた国

であっても、 ー ーな の 品を して り、カフ を 用したりすることで

かの助けになるの と じました」「（ ・ ックグラ ンド）外国 という ックグ

ラ ンド けでなく に他の がある可能性もあると じて、外国 の の も１

つでなく個 に わ る必要があると じた」という が られた。 

 国際的な の広がりについて、 (2022)23)は、2021 年度に ル ドの佐藤

に 話を き タン ラ ー ン を行ったとこ 、学 の国際 会の現 に する知

についての 加は られたものの、国際的な の広がりを ることができなかったこ

とから、そのためには、外国へ行く、外国人を するな の外国人との実際の わり

行動が必要となってくると ている。今 の調査は、事 ン ー のみであったこと

から、 年度のデータと したり、今 の前 を行なったりすることはできないが、

今 、 ータ・ ディ に実際に き、 による 話を開 したことにより、「国

際的な が広がった」と 97.4%の学 が しており、外国人との れ いによる 果

を確 すことができたことが考えられる。 

 

（ ）岡崎市にある NPO 人 ル ドの について 

 年度、 の する大学・ 大学にて、人 題 会が NPO 人 ル

ドの活動を学 の人 研 に位置づけ動 を作成し、 を行うという での研 を行っ

た。また、 の ール が となり、同 人と した SDGs タン ラ

ーを大学の する教育フォーラム内で ン として行った。本年度、 ール人現地

タッフの ータ・ ディ を き、特別 義を行ったのは、上 の経 があることから、

今 の学 加 における NPO 人 ル ドの 知度を調査した。 

 結果として、79.5%の学 が「知っていた」、20.5%の学 が「知らなかった」と し

ており、8 い学 が 知をしていた。 こで知ったかということについて、46.2%が

「 年度の教育フォーラム内で行った SDGs タン ラ ーで知った」と ており、

年度の SDGs タン ラ ーの 果を示す結果となった。 いで、15.4%が「 年度の 業

で知った」、12.8%は、「 年度の人 会の 動 で知った」と した。25.6%がそ
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の他であった。「その他」と した10 のうち、2 は、「 ール内で知った」と

していたが、他 8 の理 は 明であった。 

 

（ ） 話に する SDGsの目 について 

 「SDGs の目 は 17 ありますが、今日の 話は、SDGs の目 の れに すると いま

すか 」という に し、最も かった から「SDGs1 をなくそう (35)」、

「SDGs10 人 国の をなくそう(34) 」、「SDGs4 の高い教育をみ なに (32)」、

「SDGs16 と をす ての人に (28)」、「SDGs3 す ての人に と を

(25)」、「SDGs6 な と を世界 に (21)」(6位 下 略)であった。 

 「今日の 話から、考えさ られた 目（ 可）を でく さい」という

に し、最も かった から「 について(36)」、「教育ついて(33)」、「人 国の

について(32)」、「 と について(23)」、「 ン ー について(19)」、「 と

について(18)」(6位 下 略)であった。 

 「今日の 話から、今 をもっていきたいと考えるもの（ 可）を でく

さい」という に し、最も かった から「 について(32)」、「教育ついて

(32)」、「人 国の について(26)」、「 と について(19)」、「 について

(19)」、「 ン ー について (16)」(6位 下 略)であった。 

 上 の 3 つの とも上位に がった 目は、「SDGs1 をなくそう 」、「SDGs4

の高い教育をみ なに 」、「SDGs10 人 国の をなくそう 」、「SDGs16 と

をす ての人に 」であった。また、2つの で上位に がった 目は、「SDGs3 す て

の人に と を 」と「SDGs5 ン ー を実現しよう 」であった。 

の する大学の学 は、 子大学であり、教育、保育に のある学 が学 で

いる。学 が をもったワードには、 、教育、 、 と 、 と 、

ン ーな 、教育 保育に わる学 に必要なワードが がっており、提 した学

が適 なものであったと考えられる。 

 

（ ） 話と の で最も に ったことについて 

 今 の 話 の で最も に ったことについて、自 を ン

グしたとこ 、 では、「 ディ(18)」「 (12)」「 ータ(11)」「 (10)」「 前(8)」

「カー 度(7)」「子 もたち(7)」「カフ (6)」「教育(5)」「現 (5)」「差別(4)」「行

動(4)」が上位に がった。動 としては、「 う(20)」「 る(11)」「 える(8)」「 じる

(8)」「いく(7)」「 ける(6)」「 (5)」「 う(4)」「 ける(4)」「 つ(4)」「しまう(4)」

「できる(4)」、 では、「 い(6)」「かっこいい(3)」「す い(3)」が上位に られた。 

自 では、「カー が最下位で 前で 分がわかってしまうにも わら 、 ディ

という 前を ってカフ をして、 を って したいと う 性が、同じ年 の

性としてとてもかっこいいと じました」「 ータさ が ディ を えようと自ら ち

上がって教育を け、 かしているとこ 」「現 でもカー 度が り、教育 育

が であるというお話が でした。同 に支 してくれる環 が わっていること

は、当たり前ではないの と学 ました。 な 況であっても子 もたちが学 る場を

提 することが大 と じました」「カー が 前になっていると、 したくなるこ

ともあると うけれ 、 ディカフ という 前でカフ の経 を考えているという

ことが に った。 前のもつ ー を えるのは しいこと と うけれ 、自分
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た)、 化がある(少し広がった)、 化がある(少し まった)、 化がある（少し広がっ

た）、 化なし)で分析をしたとこ 、 した学 (n=39)の 66.7%が「 化がある（広が

った）」、30.8%が「少し広がった」、2.6%が「 化なし」と した。 

上 の の理 についての自 を ングしたとこ 、 では、

「世界(7)」「現 (7)」「知 (6)」「 題(5)」「今 (4)」「カー 度(4)」「国際 会

(4)」が上位に がった。動 としては、「知る(25)」「できる(13)」「 じる(11)」「 う

(8)」「 る(4)」が上位に られた。共 ーワードでそれ れのワードの がりを

ると、特に がりが かったものは、「 」と「 しめる」、「 ータ」と「お く」

と「 い」、「 う」と「 らす」、「 品」と「 い」、「 」と「 ックグラ ンド」、

「 品」と「 い」であった。 する自 （カッ 内は共 ーワード）として

は、「（ ・ しめる） 差別で しめられている人 について知れたから」「（ ー

タ・お く・ い） ータさ が 性でま くして日本人と 力して 業し、学 な

がら自分の価値 を大事にして、子 もたちを助けていることにお きました」「（

う・ らす）同じ世界で らしているのに、 まれた場 、地域が う でこ なにも

いが う、 き方が うということを知り、自分が っている 上に世界は広いというこ

と、また自分の は いの ということを じたため」「（ 品・ い） く れた国

であっても、 ー ーな の 品を して り、カフ を 用したりすることで

かの助けになるの と じました」「（ ・ ックグラ ンド）外国 という ックグ

ラ ンド けでなく に他の がある可能性もあると じて、外国 の の も１

つでなく個 に わ る必要があると じた」という が られた。 

 国際的な の広がりについて、 (2022)23)は、2021 年度に ル ドの佐藤

に 話を き タン ラ ー ン を行ったとこ 、学 の国際 会の現 に する知

についての 加は られたものの、国際的な の広がりを ることができなかったこ

とから、そのためには、外国へ行く、外国人を するな の外国人との実際の わり

行動が必要となってくると ている。今 の調査は、事 ン ー のみであったこと

から、 年度のデータと したり、今 の前 を行なったりすることはできないが、

今 、 ータ・ ディ に実際に き、 による 話を開 したことにより、「国

際的な が広がった」と 97.4%の学 が しており、外国人との れ いによる 果

を確 すことができたことが考えられる。 

 

（ ）岡崎市にある NPO 人 ル ドの について 

 年度、 の する大学・ 大学にて、人 題 会が NPO 人 ル

ドの活動を学 の人 研 に位置づけ動 を作成し、 を行うという での研 を行っ

た。また、 の ール が となり、同 人と した SDGs タン ラ

ーを大学の する教育フォーラム内で ン として行った。本年度、 ール人現地

タッフの ータ・ ディ を き、特別 義を行ったのは、上 の経 があることから、

今 の学 加 における NPO 人 ル ドの 知度を調査した。 

 結果として、79.5%の学 が「知っていた」、20.5%の学 が「知らなかった」と し

ており、8 い学 が 知をしていた。 こで知ったかということについて、46.2%が

「 年度の教育フォーラム内で行った SDGs タン ラ ーで知った」と ており、

年度の SDGs タン ラ ーの 果を示す結果となった。 いで、15.4%が「 年度の 業

で知った」、12.8%は、「 年度の人 会の 動 で知った」と した。25.6%がそ
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のカー の ー を えるという を って行動されているのがとても くてかっ

こいいと じた」 が られ、カー 度の下、差別を け けてきた ータ が

に ち かい、現地の子 もを いながら、現地において「カー 度」の ー そ

のものを えようとしていることについての が された。 

 

（ ） 話を通した、自 の「 化」について 

 話を通し、学 自 の に まれた「 化」について、自 の を フター

ーディングしたとこ 、「これからもっと 的に世界に目を けていきたい、もっと世

界の を知りたい」という が 12 と最も く、 いで「 か自分にできることがあ

れば行いたい」が 5、「日本の 活は まれていることに づいた、日本で今の 活がで

きていることに 」が 5、「自分の 力 で でもできることを学 」という

が 4、「実際に 外へ行って自分の目で現 を てみたい、実際に ラン ィ を行いた

い」という が 2、「今 学 ことを子 に えていきたい」という が 2、その

他が 9であった。 

 外の現 支 を ー としたワーク ッ では、 加 は、 くで こっている

な現実に して可 そうとか、助けてあ なければ の発 をもつことこ に 地す

る けで、その事実に して、自分 は現 のように わっており、 う 開していけ

るのかを考えることが必要であると、 藤(2016)25)は、指摘している。よって、事実を

えた上で、今 のように学 自 が わっていくかを考 し、行動するとこ まで

するには、 業 ールで 的に行うな 、教 の支 が必要となると考える。 

 

．まとめと今 の課題 

本研究は、岡崎市にある NPO 人 ル ドの ール現地 タッフとの を通

した、教 ・保育 を目指す学 の SDGs に する学 の学 と 発 の提 を行うこと

を目的としていた。 

学 の「現 世界が えている 題への の 化」について、 した学 の が

「 化がある（上がった）・（少し上がった）」と し、 ータ・ ディ に実際の

を いたこと自 が、現 世界が えている 題への の 加に がっていた。 

 「国際 会の現 についての知 に 化」について、 した学 の 97.4%が「 化が

ある( えた)」または「 化がある(少し えた)」と し、学 の指す「知 」は

ールの現 カー 度と りはあるものの、日本 外の国に する知 の 加という

において、 い と知 を 加さ ることができていた。 

「国際的な の 化」について、 した学 の 97.6%が「 化がある（広がった）」、

または「少し広がった」と した。 ータ・ ディ に実際に てもらい、 でのお

話を いたことにより、学 の として、国際的な が広がったと 97.4%の学 が

したことから、外国人による 話の 果を確 することができた。 

「NPO 人 ル ドの 知度」を調査したとこ 、79.5%の学 が「知っていた」

と し、そのうちの 46.2%が「 年度の教育フォーラム内で行った SDGs タン ラ ー

で知った」と ていたことから、2021 年度に行った SDGs タン ラ ーは 味のある

ものであったことを示すこととなった。 

 今 の 話と SDGs の目 との 、考えさ られた 目、今 をもっていきたい

と考えるもの（ 可）について、学 の で 3つの とも上位に がった 目
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は、「SDGs1 をなくそう 」、「SDGs4 の高い教育をみ なに 」、「SDGs10 人 国

の をなくそう 」、「SDGs16 と をす ての人に 」であった。2 つの で

上位に がった 目は、「SDGs3 す ての人に と を 」と「SDGs5 ン ー

を実現しよう 」であった。 の する大学は 子大学で教育、保育に のある

学 が学 でいる。 、教育、 、 と 、 と 、 ン ーな 、教

育 保育に わる学 に必要な ーワードが でおり、学 が適 なものであったと考

える。 

話の で最も に ったことについて、カー の下、差別を け けてきた

ータ が に ち かい、現地の子 もを いながら、現地において「カー 」の

ー そのものを えようとしていることについての が された。 

話を通して学 自 の に まれた「 化」について、「これからもっと 的に世

界に目を けていきたい、もっと世界の を知りたい」という が最も く、 いで

「 か自分にできることがあれば行いたい」、「日本の 活は まれていることに づいた、

日本で今の 活ができていることに 」が られた。世界の現 を えた上で、今

のように学 自 が わっていくかを考 し、行動するとこ まで するには、 業

ールで 的に行うな 、教 の支 が必要となると考える。 

最 に、今 、 ディカフ の ィ ム り 、NPO 人 ル ド理事

の大 子 、 ータ・ ディ より、 ル ドの活動についての課題を ったと

こ 、 ータ より、現地における課題について、現地の 性たちの自 支 のため、

を与える く、 ンターを であるが、資 のためなかなか進まないことを特

に られていた。また、日本における課題として、現地支 のための資 およ 資

調 への かりを作ることの さを大 が ていた。よって、この に最も

要であるのが、資 調 であり、そのための日本における人 への広い 知が当 の課

題となる。 ル ドの活動と学 の学 が win win になるためには、 ル

ドが、岡崎市内にある大学において、より くの学 に、活動の 知を行い、学 はそこ

から 学 を ていくという が考えられる。また、 ールにおける ディ がカー

の を えることに がるよう、2023 年度 、大学、研究 、学 の 場からで

きる ル ドへの きかけを に 、実行していくことを今 の課題としたい。 

 

 

本研究は、 4年度岡崎 子大学・岡崎 子 大学研究 理 会による研究 理

査 No.22018の を けて実施している。 

 

 

（１） 「 ールの ディ の では日 い の 事 らいしかなく、 に し

い らしを いられています。もし、現 があれば子 もを ら にす 。 

そ な 性のもと現 となる 育の ク が まりまし

た。 ールの につがいの をおくり を っています。」（Gospel Aid, 

2018） 

（２） ーカル ー ー で ール・ ル ッ に 地（ 地）を まし

た。 現 、自 による作付けを みています。(Gospel Aid, 2018))。 

（ ） ー ー ーカル ング ール https://textmining.userloca-
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のカー の ー を えるという を って行動されているのがとても くてかっ

こいいと じた」 が られ、カー 度の下、差別を け けてきた ータ が

に ち かい、現地の子 もを いながら、現地において「カー 度」の ー そ

のものを えようとしていることについての が された。 

 

（ ） 話を通した、自 の「 化」について 

 話を通し、学 自 の に まれた「 化」について、自 の を フター

ーディングしたとこ 、「これからもっと 的に世界に目を けていきたい、もっと世

界の を知りたい」という が 12 と最も く、 いで「 か自分にできることがあ

れば行いたい」が 5、「日本の 活は まれていることに づいた、日本で今の 活がで

きていることに 」が 5、「自分の 力 で でもできることを学 」という

が 4、「実際に 外へ行って自分の目で現 を てみたい、実際に ラン ィ を行いた

い」という が 2、「今 学 ことを子 に えていきたい」という が 2、その

他が 9であった。 

 外の現 支 を ー としたワーク ッ では、 加 は、 くで こっている

な現実に して可 そうとか、助けてあ なければ の発 をもつことこ に 地す

る けで、その事実に して、自分 は現 のように わっており、 う 開していけ

るのかを考えることが必要であると、 藤(2016)25)は、指摘している。よって、事実を

えた上で、今 のように学 自 が わっていくかを考 し、行動するとこ まで

するには、 業 ールで 的に行うな 、教 の支 が必要となると考える。 

 

．まとめと今 の課題 

本研究は、岡崎市にある NPO 人 ル ドの ール現地 タッフとの を通

した、教 ・保育 を目指す学 の SDGs に する学 の学 と 発 の提 を行うこと

を目的としていた。 

学 の「現 世界が えている 題への の 化」について、 した学 の が

「 化がある（上がった）・（少し上がった）」と し、 ータ・ ディ に実際の

を いたこと自 が、現 世界が えている 題への の 加に がっていた。 

 「国際 会の現 についての知 に 化」について、 した学 の 97.4%が「 化が

ある( えた)」または「 化がある(少し えた)」と し、学 の指す「知 」は

ールの現 カー 度と りはあるものの、日本 外の国に する知 の 加という

において、 い と知 を 加さ ることができていた。 

「国際的な の 化」について、 した学 の 97.6%が「 化がある（広がった）」、

または「少し広がった」と した。 ータ・ ディ に実際に てもらい、 でのお

話を いたことにより、学 の として、国際的な が広がったと 97.4%の学 が

したことから、外国人による 話の 果を確 することができた。 

「NPO 人 ル ドの 知度」を調査したとこ 、79.5%の学 が「知っていた」

と し、そのうちの 46.2%が「 年度の教育フォーラム内で行った SDGs タン ラ ー

で知った」と ていたことから、2021 年度に行った SDGs タン ラ ーは 味のある

ものであったことを示すこととなった。 

 今 の 話と SDGs の目 との 、考えさ られた 目、今 をもっていきたい

と考えるもの（ 可）について、学 の で 3つの とも上位に がった 目
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 本研究に 力 きました、 ル ド ディカフ の 、研究に わって

下さいました ての方 に より を し上 ます。 
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